
平成１４年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　　水道事業会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

課　長 担　当

上下水道部 水道管理課 内線等 2202

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 県営水道受水事業

根拠法令等 水道法 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

基本目標 施策名

快適でやすらぎのあるまちづくり 水資源

対　　象 水道水を

手　　段 愛知県から購入することにより

想定する成果 安定的な水道水の供給の確保を図る。

項　　目 平成13年度実績 平成14年度実績 平成15年度計画

受水量 　　　　　10,624,025� 　　　　　10,765,646� 　　　　11，100,000�
受水費 756,871,217円 852,735,110円 825,358,212円
節水日数 １１９日 ５４日 ５０日

① ②

成果指標名 節水日数率 対前年受水率

成果指標の説明 節水日数／３６５日×１００ 当年度受水量／前年度受水量×１００

平成13年度決算 平成14年度決算 平成15年度予算

－ － 13.7%

32.6% 14.8% －

－ － 103.1%

98.6% 101.3% －

事業費

757,573 853,315 826,053

1,672 1,653 1,684

0.2 0.2 0.2

759,245 854,968 827,737

財源内訳

759,245 854,968 827,737



⑥事務事業内容の評価

10
／12
満点中

10
／12
満点中

11
／15
満点中

11
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１６年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

項　　目 課内評価 部長評価 評価の説明（問題点）

達　成　度 2 2
降雨量が減少するなど天候に左右され、結果節水が求め
られ安定的な受水にはなっていない。

経済効率性 2 2
県の決算に左右され、料金改定があったので受水料金は
上がってしまった。

事務効率性 3 3 １００％受水で、支払事務のみで効率的。

必　要　性 3 3
公営企業として水道事業を営む以上、受水事業を行わな
ければならない。

小　　計

市民参加度 1 1
市民参加の水源地視察等を実施し、受水への理解を深め
ているが、回数を多く実施できない。

合　　計

総合評価 Ａ Ａ 市民生活の根幹をなす事業のため、最重要である。

１００％受水のため、改善要素なし。

ピーク時の急激な使用量を抑えるため、常に水量チェックをする。また、自己水源を確保し、渇水
期に備えるようにしたい。

受水料金の基本料部分の根拠となる承認基本水量を減少することができたので、受水費用が減額す
る。平成13年度・39,100�／日、平成14年度・40,100�／日、平成15年度・37,300�／日



平成１４年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　水道事業会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源 7,546 3,886 3,910

7,546 3,886 3,910

財源内訳

事業費

6,710 3,060 3,068

836 826 842

0.1 0.1 0.1

－ － 21.9%

18.4% 24.4% －

－ － 84,775円

197,313円 66,697円 －

成果指標の説明 待機業務委託料／出動回数 出動回数／待機業務日数×１００

平成13年度決算 平成14年度決算 平成15年度予算

① ②

成果指標名 出動１回当たりの委託料単価 待機水道工事事業者稼働率

待機業務委託料 6,610,000円 2,960,000円 2,968,000円

出動回数 ６７回 ８９回 ８０回

想定する成果 安定した水道水の供給の確保を図る。

項　　目 平成13年度実績 平成14年度実績 平成15年度計画

対　　象 夜間・休日の漏水通報、開閉栓の要望に対して

手　　段 水道工事事業者・職員を待機させることによって

基本目標 施策名

快適でやすらぎのあるまちづくり 水資源

根拠法令等 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 待機業務委託事業

上下水道部 水道管理課 内線等 2202

課　長 担　当



⑥事務事業内容の評価

9
／12
満点中

9
／12
満点中

11
／15
満点中

11
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１６年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

水道工事事業者は、これまで水道工事店組合まで出勤して待機してもらっていたものを、各工事店
での待機に変更し、委託料の軽減を図った。

待機業務については、１～３事業者で年間を通して契約をしていきたい。できれば入札方式を取り
入れていきたい。

職員に支払う待機業務手当分で、業者に委託できるなら委託していきたい。

合　　計

総合評価 Ａ Ｂ
現時点では人海戦術でいくしかなく、水道工事のできる
ところと民間委託していく方向で検討する余地あり。

小　　計

市民参加度 2 2
ほとんどが市民からの通報であり、関心は高い。開閉栓の申込
に対しては、受付時に対応の困難性から原則として断ってい
る。

必　要　性 3 3
無駄水を出さないためと施設の維持管理、二次災害や断
水を防止のため必要である。

事務効率性 2 2
日直・宿直からの連絡で初めて動き出すため、現場到着
までに時間がかかりすぎ、非効率。

経済効率性 2 2
待機することにより非常時等に備えるということで、出
動件数のわりに費用がかかる。

達　成　度 2 2
漏水に関しては、現在１００％対応できているが、開閉栓の申
込の場合、受付時に処理が平日の時間中になることのお願いを
している。

項　　目 課内評価 部長評価 評価の説明（問題点）



平成１４年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　　　水道事業会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源 23,474 23,142 23,434

23,474 23,142 23,434

財源内訳

事業費

2,997 2,898 2,800

20,477 20,244 20,634

2.45 2.45 2.45

－ － ７，７５５千円

７，９３９千円 ７，７２９千円 －

－ － 1.14%

1.23% 1.14% －

成果指標の説明 未収金額／収納金額 未収金額／職員数　（２．４５）

平成13年度決算 平成14年度決算 平成15年度予算

① ②

成果指標名 未収金率 １人当り未収納額

収 納 率 98.77% 98.86% 98.86%

未 収 金 19,451,072円 18,937,078円 19,000,000円

収納金額 1,556,997,374円 1,638,018,848円 1,641,000,000円

調定金額 1,576,448,446円 1,656,955,926円 1,660,000,000円

想定する成果 　上水道料金等の収納率アップを図る。

項　　目 平成13年度実績 平成14年度実績 平成15年度計画

対　　象 　蒲郡市民及び市内在住の上水道受水者のうち料金未納者に対して

手　　段 　督促状の発送、各戸集金、給水停止措置等を実施することにより

基本目標 施策名

　快適でやすらぎのあるまちづくり 　水資源

根拠法令等 　蒲郡市水道事業給水条例 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 　水道料金等未収金収納管理事業

上下水道部 水道管理課 内線等 ２２０６

課　長 担　当



⑥事務事業内容の評価

8
／12
満点中

8
／12
満点中

9
／15
満点中

9
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

・２期分(４月分)の未納者に対し、生活状況、収入状況等を考慮して実施している。

・料金の支払は、市内の金融機関以外にコンビニでの２４時間納入も行っている。

⑧今後改善すべき点

・未納金状況を常に把握し、常習的な悪質未納者を出さないように努める。

⑨平成１６年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

・市民からの収納事務は、職務といえども知人等の場合もあって辛いものがある。

・長期間にわたっての料金収納事務担当は、市民感情からも避けて欲しい。

・常習的な悪質未納者には、警察官ＯＢ等を非常勤嘱託職員として収納事務に登用したらどうか。

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

合　　計

総合評価 Ｂ Ｂ

公共料金の収納事務は、公営事業の財源確保、使用者の
料金公平負担の立場からも大事な業務であるので、常習
的な未納者には、警察官ＯＢ等を非常勤職員として登用
しても良いと思う。

小　　計

市民参加度 1 1
未納料金に対する滞納整理業務は、一部私人委託業務と
している。

必　要　性 2 2
事業の財源確保、平等負担の立場から絶対に必要である
が、一部は民間委託できるものもある。

事務効率性 2 2
事務の効率化を図るため、未納者の事前個別集金を優先
的に実施している。

経済効率性 2 2
未納者には、個々の事情があるので、経済的効率を追求
すると収納額と公平性との矛盾が生じる。

達　成　度 2 2
経済の動向により、倒産等で支払不納になる場合がある
ので完全にゼロにならない。

項　　目 課内評価 部長評価 評価の説明（問題点）



平成１４年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　　　水道事業会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源 18,019 17,610 17,952

18,019 17,610 17,952

財源内訳

事業費

2,138 1,910 1,950

15,881 15,700 16,002

1.9 1.9 1.9

－ － －

４０３．１千� ４１２．７千� ４２０．０千�

－ － －

１，４１６栓 １，６９２栓 １，７００栓

成果指標の説明 開・閉栓数／職員数　(２人) 給水量／指定職員数　(２５人)

平成13年度決算 平成14年度決算 平成15年度予算

① ②

成果指標名 職員１人当り取扱い栓数 職員１人当り給水量

給水量 １０，０７６，５５２� １０，３１７，７３７� １０，５００，０００�

開・閉栓数 ２，８３１栓 ３，３８３栓 ３，４００栓

給水人口 ８２，９５６人 ８２，７２５人 ８３，０００人

想定する成果 　市民への水道水供給を円滑にする。

項　　目 平成13年度実績 平成14年度実績 平成15年度計画

対　　象 　蒲郡市民及び市内在住の上水道受水者に

手　　段 　水道給水装置の開・閉栓により

基本目標 施策名

　快適でやすらぎのあるまちづくり 　水資源

根拠法令等 　蒲郡市水道事業給水条例 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 　給水装置管理事業

上下水道部 水道管理課 内線等 ２２０６

課　長 担　当



⑥事務事業内容の評価

8
／12
満点中

8
／12
満点中

8
／15
満点中

8
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

・窓口だけの受付事務でなく、開・閉栓、名義変更等、簡易なものは電話での受付も行っている。

・料金の支払は、市内の金融機関以外にコンビニでも行っている。

⑧今後改善すべき点

・迅速かつ効率的な電算処理システムを早期に導入し、市民サービスの向上に努める。

・大きな責任を伴わない簡単な業務は、一部を外部委託することも検討課題である。

⑨平成１６年度予算に反映する項目

・将来の長期的展望の中で、より効率で迅速に事務処理ができるよう、他市の現況を十分研究し、

　新システム導入の予算を要望する。

⑩組織、人員に関する提言

・所属職員の数から、時間外及び休日等における細かな対応は非常に困難である。

・休日等の待機当番は、緊急性の高い漏水等に対してであり、開･閉栓等については、平日の受付

　時間内に限る旨の周知を、日・宿直当番者に徹底して欲しい。

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

合　　計

総合評価 Ｃ Ｂ

公営企業として、将来的にも赤字を出さないように努力
しなければならない。市民サービスの低下を懸念しない
でよい業務は、経済効率を考慮して、外部委託すること
もひとつの選択肢であると思う。

小　　計

市民参加度 － － 開・閉栓業務等は特殊であり、市民の参加はない。

必　要　性 2 2
開･閉栓業務及び料金算定等は、上水道普及率から必要
不可欠であるが、一部は民間委託も可能である。

事務効率性 2 2
開・閉栓の順路を考慮し、効率的に実施する。電算によ
る料金検索等が簡単・迅速に行えるよう改良する。

経済効率性 2 2
開･閉栓業務、料金算定等は、近年外部へ委託する市も
あり、職員給与と比較検討する必要がある。

達　成　度 2 2
給水人口の増減により、給水量、給水栓数等、目的の達
成度が大きく影響する。

項　　目 課内評価 部長評価 評価の説明（問題点）



平成１４年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　水道事業会計　　　） (千円）

成果指標 計画

① 実績

成果指標 計画

② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

15.0%

－

35.0%

－

－

0.3%

上下水道部 水道管理課

助成金の交付率

助成金の交付件数／予定交付件数×１００

給水栓数に対する割合

累積交付件数／給水栓数×１００

渇水に強いまちづくり事業

1,754

1,684

2,222

0.2

2,222

1,653

1,717

0.2

1,754

想定する成果

基本目標

手　　段

2202

事業ｺｰﾄﾞ

本市に住所を有する個人及び法人に

45

1,672

1,717

0.2

101

渇水時における節水と節水意識の啓発を図る。

98,000円

－

0.2%

① ②

0.2%

雨水簡易貯留槽の購入または井戸掘りに対する助成事業を実施することにより

535,000円

平成14年度決算 平成15年度予算

20件

事務事業名

７件

蒲郡市雨水利用簡易貯留槽購入費
助成金交付要綱・蒲郡市井戸掘り
事業助成金交付要綱

Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

平成13年度実績 平成14年度実績

施策名

水資源

対　　象

助成金額

内線等

根拠法令等

平成15年度計画項　　目

快適でやすらぎのあるまちづくり

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

課　長

42,000円
補助金の交付件数 3件

担　当

100.0%

－

538

－

平成13年度決算



⑥事務事業内容の評価

7
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満点中

7
／12
満点中

8
／15
満点中

8
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１６年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

人に優しいまちづくり担当ともタイアップしていきたい。

Ｂ

1

井戸掘り事業の助成額が事業費に比べ少なく、増額をしていきたい。また、水質検査の結果で交付
決定がなされるので、井戸掘り実施イコール助成に改善していきたい。

2

3

評価の説明（問題点）部長評価

1

1

設置希望者が不明なため、効果的なＰＲができない。

毎年渇水に見舞われる当市にとっては、節水意識の高
揚・節水対策のため必要。

Ｂ

簡易貯留槽は購入先を限定していたのをフリーにしたた
め、設置希望者が増加した。

補助率が低く、申込が少ない。

恒常化している渇水の被害を少しでも減少させる補完事
業である。

1

1経済効率性

課内評価

1

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

達　成　度

井戸掘り事業の助成金については、増額要望をしたい。簡易貯留槽助成事業については、助成個数
を減らしていきたい。

事務効率性

3

簡易貯留槽本体の購入先指定を外し、メーカー・形式等を限定せず、申請者の希望で選択できるよ
うにした。

総合評価

2

項　　目


	受水
	待機業務
	未集金
	給水装置
	渇水に強い



